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第 2 章では， GA が積層構成設計に対して果たした役割について述べるとともに， GA を積層構成最適化へ適用す
る際に必要な基本概念， GA の遺伝的操作(再生，交文，突然変異)および解析時に必要な GA パラメータの設定に
ついて記述している。また，積層構成最適化に GA を適用する際のコード化について考察し，整数を用いたコード化
を行った場合，少ない個体数で効率的な探索を行えることを示している。
第 3 章では，一方向に強化された繊維強化プラスチック (FRP) の積層材から成る構造物に対し，単位体積あた
りのたわみを最小とするために，応答曲面法と GA を併用した繊維配向角最適化手法を提案している。応答曲面法は





第 4 章では，応答曲面を用いた過渡的な熱変形緩和のための積層構成設計手法を提案しているo まず，過渡的な熱
変形を近似する応答曲面として， リカレントニューラルネットワーク (RNN) および階層型ニューラルネットワー








































(5) RNN および NN の汎化能力を検証するため，繊維配向角が同一のプリプレッグシートで構成された矩形板が
局所的に加熱される場合を想定し，過渡的な熱変形を RNN および NN に学習させ， RNN, NN ともに学習デー
タとほぼ同様の精度の汎化能力を有することを確認しているo さらに，同一の繊維配向角を有する単層板 2 枚
を重ねた矩形板が局所的に加熱される例題に対して提案手法を適用し，一方向強化FRP を構成材料とする場
合は過渡的な熱変形を考慮した積層構成最適化が必要となることを示している o
以上のように，本論文は，積層複合材料から成る構造物形状の複雑化および要求特性の多様化に対応可能な積層構
成設計手法を構築したものである o 特に，応答曲面の近似精度を向上させるため，応答曲面として用いる近似関数お
よび応答曲面生成のために用いる入出力データ対の選択方法の両者について様々な試みを行っている o また，本論文
の内容は，対象とする問題に関する事前情報の積極的利用が工学的問題の解決に貢献することを示しており，生産科
学に寄与するところが大きし '0 よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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